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山口県のあちこちに伝え広

がっている、昔ながらの麦わ

らで作った蛍かご。実は、串

の池田さんが指導して来られ

たことはご存じでしょうか。

徳地発の蛍かごづくりの後継

者を育てようと山口観光コン

ベンション協会徳地支部が口

コミで始めてみました。教わ

る方々の真剣な眼差しと、完

成してからの笑顔。徳地の初

夏の名物にしたいな～。

（取材：徳地づくり達人塾、

池田特派員）

佐波川にはシジミが生息していま
す。まとまって取れるところは少な
いために、あまり知ら れておらず、
お店でも見かけることはありません
が、毎年徳地フェスティバルで佐波
川のシ ジミを販売しているそうで
す。 1～2 晩砂抜きをしてお汁に入
れると美味しくいただけるのだと
か。 シジミが暮らす綺麗な川を子供
達に残していきたいですね。

（取材：徳地づくり達人塾）

災害ボランティアとは、主に震災
や水害等において、復興や復旧を行
うものです。毎年のように大きな災
害が発生している近年、久冨さんは
相棒に生活用品を積み込んで現地に
向かいます。「必要としている人が
いるからお手伝いする」そこにある
のは「達成感」。仲間と一緒に過ご

すことも
いや

癒し
のひとときだ
そうです。せ
め て 私 た ち
は、自分を地
域 を 見 直 す
きっかけにし
たいですね。

 

（取材：徳地づくり達人塾）

「蛍かごづくり」（ゆめ工房）

昭和 2 年創業。3 代目の新谷義直
さんと山口県初の女性

と　じ

杜氏文子さん
の夫婦二人だけで酒を醸造していま
す。佐波川の伏流水を使用した
「

む     ろ     か

無濾過生原酒」を主に製造してい
ます。ほぼすべての工程で手作業
にこだわった「わかむすめ」は、
米本来の味わいが感じられる、濃
厚な旨口タイプのお酒です。

里山の極小酒造より
夫婦からの贈り物

四季醸造の蔵　和可娘

【生産情報】山口市徳地掘1673-1　☎0835-52-0016　定休日毎週水曜　営業時間　9:00～17:00※蔵の見学や販売はお
こなっておりません　

わかむすめ 月草　「ブリュッセル国際コンクール日本酒部門　SAKE　selection」にて純米酒部門最高位　プラチナ
賞受賞 /わかむすめ 燕子花（ｶｷﾂﾊﾞﾀ）　「全国新酒鑑評会」入賞

相棒とともに

　
搾りたてに出会えるとラッキーですね。

足湯で癒されて、山口市の銘柄を満喫できます。
・わかむすめ夜空と酒場200円
・湯田から車で30分セット500円（3種類の銘柄が楽しめる利き酒セットです）

）

味わい処

湯田から車で３０分セット



3

■
せ
い
り
ゅ
う

清
流
佐
波
川
を
守
る
人
々

夏
を
迎
え
る
頃
か
ら
、
佐
波
川

水
系
の
あ
ち
こ
ち
に

つ
り
ざ
お

釣
竿
を
持
ち
、

川
の
中
に
入
る
人
々
を
見
か
け
ま

す
。「
あ
〜
、
い
い
風
景
だ
な
〜
」

と
な
ぜ
か
昔

な
つ懐

か
し
い
気
持
ち
に

さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

佐
波
川
水
系
で
楽
し
め
る
魚

種
は
、

あ
ゆ鮎

だ
け
で
は
な
く
、
ア

マ
ゴ
・
ヤ
マ
メ
の

ま
す鱒

類
、

う
な
ぎ

鰻
、

モ
ク
ズ

が
に蟹

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

た
い
こ
う
ぼ
う

太
公
望
に
と
っ
て
こ
た
え
ら
れ
な

い
楽
し
み
も
、
こ
の
川
を
守
る
人

や
鮎
な
ど
の
放
流
を
し
て
く
れ
る

人
が
い
る
か
ら
こ
そ
の
話
で
す
。

〇
放
流
な
ど
の

は
ん
し
ょ
く 

ほ 

ご

繁
殖
保
護

（
蟹
の
放
流
は
山
と
聞
い
て
び
っ
く

り
！
ま
た
、
山
口
県
の
義
務
放
流
量

を
確
保
す
る
に
は
補
助
金
、
組
合
員

の
ふ

か

き

ん

賦
課
金
で
は
不
足
だ
と
か
）

〇
産
卵
場
な
ど
の
漁
場
整
備

〇
河
川
パ
ト
ロ
ー
ル

〇
カ
ワ
ウ
、
ラ
イ
ギ
ョ
や
ヌ
ー
ト

リ
ア
な
ど
の

が
い
ぎ
ょ

害
魚
等
の

く

じ

ょ

駆
除
な
ど

を
実
施
し
て
い
る
の
は
結
成
72
年

目
を
迎
え
る
佐
波
川
漁
協
（
防
府

市
右
田
）
で
す
。
4
0
0
人
程
の

組
合
員
の
代
表
は
、
八
坂
の
板
垣

幸
男
組
合
長
さ
ん
。
副
組
合
長
は

防
府
の
河
崎
さ
ん
。
事
務
員
の

た
お
や
ま

垰
山
さ
ん
に
蔵
重
さ
ん
を
訪
ね
ま

し
た
。
営
利
目
的
で
は
な
く
、
鮎

漁
な
ど
が
好
き
な
人
た
ち
の
団
体

だ
そ
う
で
す
（
そ
の
せ
い
か
、
取

材
中
ず
っ
と
笑
い
声
・
笑
顔
で
し

た
）。

■
日
本
一

  

い   

せ
き

井
堰
が
多
い
佐
波
川

取
材
当
日
の
8
月
6
日
は
、
え

り
や
な
漁
入
札
。
解
禁
は
9
月
25

日
と
か
。

お
ち
あ
ゆ
り
ょ
う

落
鮎
漁
の
仕
掛
で
す
。

こ
れ
も
懐
か
し
い
風
情
で
す
。
と

こ
ろ
で
、
佐
波
川
は
日
本
一
井
堰

が
多
い
川
だ
と
か
。
な
の
で
、
天

然
鮎
は
防
府
の
人
丸
橋
ま
で
し
か

そ
じ
ょ
う

遡
上
し
に
く
い
そ
う
で
す
。

井
堰
が
多
い
の
は
、
や
は
り

8
0
0
年
以
上
も
前
の

ち
ょ
う
げ
ん

重
源
さ
ん

の
せ
き
み
ず

関
水
の  

な

ご

 

名
残
り
か
な
。
幕
末
の

絵
図
に
も
た
く
さ
ん
の  

い

で 

井
手
が
描

か
れ
て
い
ま
し
た
ね
。

（
取
材
：
徳
地
づ
く
り
達
人
塾
、

池
田
特
派
員
）

◆
女
性
的
な
美
し
さ
を
残
す
塔

じ
い
さ
ま
が
山
口
市
で
勧
め
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
は
、
何
ち
ゅ
う
て

も 

る

り

こ

う

じ

瑠
璃
光
寺
の
五
重
塔
じ
ゃ
の
う
。

ひ
わ
だ
ぶ
き

檜
皮
葺
の
屋
根
が
何
と
も
言

え
ん

つ
や艶

〜
な
女
性
を
思
わ
す
の
〜
。
出
来
た
当
時
は

に
　
ぬ

丹
塗
り
の

し
ゅ
い
ろ

朱
色
で
も
の
す
げ
ぇ

き

れ

い

綺
麗
じ
ゃ
た
ろ
う
な
〜
ぁ
。
各
地
の

ば
ん
し
ょ
う

番
匠
（
大

工
）
が
呼
び
集
め
ら
れ
、
お
殿
様
の
お
抱
え
番
匠
が

と
う
り
ょ
う

棟
梁
に
な
っ

て
建
て
た
ん
て
〜
や
。

◆
室
町
時
代
の
建
立

大
内
義
弘
が
応
永
の
乱
（
1
3
9
9
）
で
将
軍
足
利
義
満
に
討
た

れ
た
の
を
弟
の
大
内

も
り
は
る

盛
見
が
兄
の

み

た

ま

御
霊
を

と
む
ら弔

う
た
め

こ
う
し
ゃ
く 

じ

香
積
寺
に
建

立
す
る
こ
と
を
計
画
さ
れ
、
大
内

の
り
ひ
ろ

教
弘
の
代
ま
で
か
か
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
大
正
4
年
（
1
9
1
5
）
の
解
体
修
理
の
際
に
発
見
さ

れ
た
部
材
の

ぼ
く
し
ょ

墨
書
に

か

き

つ

嘉
吉
二
年
（
1
4
4
2
）
に
完
成
と
あ
り
、

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

◆
徳
地
の
林
業
は
継
承
さ
れ
て
い
た
・
・

五
重
塔
の
た
め
に
使
わ
れ
た
ん
が
徳
地
の
木
材
っ
ち
ゅ
う
こ
と

じ
ゃ
げ
な
。
た
ま
げ
た
の
う
！
串
村
や
柚
木
村
の

そ

ま

し

杣
師
が

な
め
ら滑

の
森

や
か
ら
野
谷
峠
を
越
え
て
仁
保
川
を
通
し
て
貯
水
池
に
運
ん
だ
の

い
や
。
ち
ょ
う
げ
ん

重
源
さ
ん
の
昔
か
ら
お
お
か
た

2
0
0
年
続
い
ち
ょ
っ
た
ち
ゅ

う
こ
と
に
な
る
の
〜
。
法
光
寺

の
和
尚
さ
ん
が
徳
地
の
林
業
は

重
源
さ
ん
が
始
め
た
ん
じ
ゃ
、

ち
ゅ
う
の
は
本
当
じ
ゃ
っ
た
ん

じ
ゃ
の
〜
。

（
参
考：

「
見
残
し
の
塔
―
周
防

国
五
重
塔
縁
起
」
久
木
綾
子
著
）

（
執
筆：

池
田
特
派
員
）

～ ～

左から河崎副組合長、板垣組合長、垰山さん、蔵重さん

徳地の材木で美しい塔が、、、
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◎日　時 １０月２９日（木）１０：００～１２：００（受付：９：３０～）
◎場　所 愛鳥林駐車場集合
◎内　容 ・森林セラピー基地をウォーキング
 　健康運動指導士『健康に効果的な歩き方』
 ・森の癒し効果でリフレッシュ
 　森の案内人『森林セラピー体験』
 ※雨天の場合は、やまぐちサッカー交流広場で行います。
◎対　象　市民１０名程度　　＊先着順・要申込
◎講　師 ・澄川絵里奈氏（健康運動指導士）
 ・森の案内人２名
◎料　金 ５０円（保険料）
◎持参品 動きやすい服装と靴、飲み物、汗拭き用タオル、マスク
 ※雨天の場合は、室内用シューズ
◎希望者は、徳地山村開発センターからマイクロバスで送迎します（先着８名様）
◎申込締切 １０月１６日（金）
申込先・問合せ先　　総合サービス課健康づくり担当
　　　　　　　　　　　☎５２－１１１４

　前回、今年１０月３日に徳地で開催を予定しておりました「東大寺
サミット」は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止となった
ことをご報告しましたが、構成市町との協議の結果、令和４年へ開催
を延期することに決定しました。
　２年後の開催に向け、地域を挙げて市内外からのお客様をおもてな
しできるよう機運の醸成などに取り組みます。　

（地域振興課）

　山口市立徳地学校給食センターでは、給食調理員（パート）を募集
します。詳細は直接、給食センターへお問い合わせください。
◎勤務場所 山口市立徳地学校給食センター（徳地中学校隣）
◎募集人員 若干名
◎勤務日時 週２～４日　８：００～１５：００（休憩６０分）
◎業務内容 学校給食の調理補助
◎給　　料 時給９０１円
◎任用期間 令和２年１０月１日から令和３年３月３１日まで
■申込方法 応募締切日までに、市販の履歴書（Ａ４版）に写真を貼
 付し、必要事項を記入の上、直接本人が持参してください。
■選考方法 書類審査、面接等
■応募締切 ９月２４日（木）
※締切日までに応募者がいない場合、締切を延長する場合があります。
■問合せ先　　徳地学校給食センター　☎５２－０９１６

　伊賀地の協和機工株式会社から、
新型コロナウイルス感染症拡大防
止のための物資として、防護服や
マスクを寄贈していただきました。
寄贈していただいた物資は、行政
機能の維持や福祉関係施設等で有
効に活用させていただく予定です。

　堀の株式会社井原組から、発電
機１０台を寄贈していただきまし
た。この発電機は、同社が創立
６０周年を迎えられたことから、
感謝の意を込めて、災害で停電し
た際に対応できるようにと寄贈い
ただいたものです。
　寄贈していただいた発電機は、安心安全のまちづくりに向け、各総
合支所や交流センターに配置させていただき、有効に活用させていた
だく予定です。

長年にわたり地域の環境衛生・環境保全に熱心に取り組まれ
てきたことが認められ、須路上自治会と須路下自治会が、山
口市快適環境づくり連絡協議会会長表彰を受賞されました。

　親子でリフレッシュ！
　体を動かして楽しく遊びましょう。競技を通してルールも学べます。
◎日　　時 １０月２１日（水）１０：００～１１：３０
◎場　　所 徳地保健センター
◎対象及び定員 未就園児とその保護者７組（先着順）
◎内　　容 ０歳からでも楽しめる親子競技　
◎参 加 費  無料
◎申込締切 １０月１６日（金）
申込先･問合せ先　総合サービス課健康づくり担当  
 ☎５２ー１１１４　ＦＡＸ　５２－０４４４
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☎５２－０６６２☎５２－０６６２

☎５４－０５６３☎５４－０５６３

☎５２－００４３☎５２－００４３

上記の行事につきましては、新型コロナウイルス感染拡大防

止のため、中止又は延期となる可能性があります。

詳しくは上記各行事の問合せ先にご確認ください。

中止のお知らせ
下記の行事につきましては、新型コロナウイルス感染拡大防

止のため中止となりました。

　・各地区敬老会

　・秋季大運動会（第５７回串地区親睦体育祭）

集団検診のお知らせ

問合せ先 総合サービス課健康づくり担当　
 ☎５２－１１１４

休日・夜間診療のご案内（防府市内）

9 月・10月の開設日
15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

　

　

　

【夜間救急病院】( 平日、休日にかかわらず）

＊山口市内は市広報に掲載しています。どちらも利用できます。
【内科・小児科】（受付 8:30 ～ 11:30、13:00 ～ 16:30）
防府市休日診療所 ( 鞠生町 )☎0835-24-4172
【歯科】（受付 8:30 ～ 11:30）
防府市休日診療所 ( 鞠生町 )☎0835-24-4172
【外科】当番医療機関 ( 診療 9:00 ～ 17:00）
9月２０日（日）
２１日（月）
２２日（火）
２７日（日）

10月　４日（日）
１１日（日）

松本外科病院（天神） ☎22-1409
寿町クリニック（寿町） ☎27-5577
くらしげ整形外科ｸﾘﾆｯｸ（田島） ☎25-0076
しみず医院（栄町） ☎38-8883
三田尻病院（お茶屋町） ☎22-1110
たかきｸﾘﾆｯｸ（台道） ☎33-1050

～

図書館
休館日

9月／２１・２２・２３・２４・２８
10月／５・１２

　９月２５日　（金）　誕生会
１０月　９日　（金）　シフォンスカーフで遊ぼう

９月　７日（月）みんなであそぼう
　　２８日（月）みんなであそぼう

◎文学 首里の馬／高山 羽根子  
◎一般書 刀剣探訪  
◎実用書 温泉やど中国・四国　2020  
◎ティーンズ 10 代のための資格・検定／大泉書店編集部 
◎物語・児童書 こども SDGs／秋山 宏次郎，バウンド 
◎絵本 カメレオンのかきごおりや／谷口 智則 
  

◎今月のテーマ チャンバラ！
◎絵本 おつきさまとおほしさま
◎一般 老いを見つめて
◎児童・ティーンズ おじいちゃん　おばあちゃん 

10/6（火）～ 10/11（日）の間、2017 年 1月～ 3月までの雑誌を
譲渡いたします。期間内おひとり様 15冊までです。
利用カード（お持ちでない方は、本人確認できるもの）を持参の上ご
来館ください。

１０月　６日（火）

１０月１１日（日）

１０月１３日（火）

１０月１５日（木）

徳地山村開発センター

徳地山村開発センター

八坂分館

島地分館

15

16

23

27

27

27

1

14

（問）地域活動支援センターやまぐち　☎０８３－９８６－２８３２

（問）基幹型地域包括支援センター徳地分室　☎５２－０６７０

（問）総合サービス課健康づくり担当　 　☎５２－１１１４

（問）出雲地域づくり協議会　 　☎５２－０２１７

（問）徳地地域交流センター串分館　　☎５４－０２２２

（問）森林セラピー山口　☎５６－５２３４

（問）総合サービス課健康づくり担当　 　☎５２－１１１４

（問）総合サービス課健康づくり担当　 　☎５２－１１１４

火

水

水

日

日

日

木

水

（9 月 15 日～10 月 14 日）
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島
地
川

♨

376

至 

周
南
市
↓

↓

至 

堀

佐波川の支流である滑川の上流、滑山国
有林内の滑峡は、 名勝長門峡に勝るとも劣ら
ない渓谷美が広がっています。 

なめら

滑の名の由来
は諸説ありますが、弘法大師がこの地を訪れ
た時、 川床の一枚岩の滑らかな様子を見て
名付けられたとの言い伝えもあります。 渓谷
には森林鉄道の橋脚跡があり、かつての林
業の隆盛を思わせ、 遠く東大寺再建用材調
達の故事を忍ばせます。 

■徳地で一番賑やかだった町
しまじいち

島地市にある妙誓寺は、地元では「みょ
うせんじ」と呼ばれます。正確には「みょ
うせいじ」ですが、身近なお寺を呼ぶと
きの愛称なのでしょうか。付属の島地保
育園の幼児が高い

と

跳び箱を楽々と飛び
越えるのに驚かされた方も多いでしょうね。

かつて、徳地で一番
にぎ

賑やかだった町が島地だ
そうで、本通りはすべて商家ばかりで、裏通りに
も多数あり、まさに島地商店街として栄えていま
した。

て　す

手漉き和紙を扱う職人も多数あり、人形
浄瑠璃が大阪から徳地に伝わったのも、彼らの
おかげと聞いています。
お寺に残る

はんしょう

半鐘は、元禄十六年（1703）に
京都三条

かまん　ざ

釜座の
や こう

冶工が
ちゅうぞう

鋳造したもので十六羅漢
が彫られています。

 

■
しま　じ　もく　らい

島地黙雷上人ゆかりのお寺
今の日本では当たり前の “ 信教の自由と政教分離 ”。150 年ほ
ど前の日本は、維新が成ったばかり。明治新政府が進める神仏分

離令と
はいぶつきしゃく

廃仏毀釈に、
かんぜん

敢然と立ち向かった若き僧
が島地黙雷上人です。
周南市

たおますたに

垰升谷の
せん　しょう  じ 

専照寺に生まれ、島地の妙誓
寺の住職になった彼は、

いわ くら　とも　み

岩倉具視らとともに訪
れたヨーロッパの先進国で当たり前になっていた
信教の自由や政教分離を時の政府に認めさせま
した。今の自由な日本があるのも彼のおかげで
すね。

徳地の森は日本で最初の森林セラピー基地で、

年間約３,０００名が来訪しています。森林セラピー

は「健康のため森に入る、新しい森の楽しみ方」。

毎月徳地の森の魅力をご紹介します。

【問合せ先】
森林セラピー山口（TEL56-5234）
 

▲ ▲ ▲

ＷＥＢ「森林セラピー山口」で検索

　地域の景色や行事など、あなたの
知っている徳地の素敵なところ・人・
モノの写真や情報を徳地地域づくり
協議会まで情報をお寄せください。
「こんにちは赤ちゃん」への
掲載希望も大歓迎です。

※人物が主題の写真は必ず承諾を得てください。
※頂いた写真等は徳地地域づくり協議会で管理し「ふる
さととくぢ」のほか「徳地地域づくり協議会 HP・FB」
でご紹介させていただきます。

　地域の景色や行事など、あなたの
知っている徳地の素敵なところ・人・
モノの写真や情報を徳地地域づくり
協議会まで情報をお寄せください。
「こんにちは赤ちゃん」への
掲載希望も大歓迎です。

※人物が主題の写真は必ず承諾を得てください。
※頂いた写真等は徳地地域づくり協議会で管理し「ふる
さととくぢ」のほか「徳地地域づくり協議会 HP・FB」
でご紹介させていただきます。 妙誓寺

山口県山口市徳地島地２５８

～ ～

入口に建つ山門（楼門）

半鐘の金文
（出典 :山口市の金石文）

（取材：池田特派員）

妙誓寺本堂に掲げられた
島地黙雷上人の写真

玉井晃純住職
こうじゅん
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